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特別損失の計上、通期業績予想の修正及び剰余金の配当(期末配当)に関するお知らせ 
 

 

当社は、2020 年 3 月期（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日）において、下記のとおり特別損失を計上しましたので
そのお知らせをするとともに、2020年 2月 7日に公表いたしました 2020年 3月期通期連結業績予想及び 2019年 10月
31日に公表いたしました 2020年 3月期通期個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 また、本日の取締役会において、2020 年 3 月 31 日を基準日とする剰余金の配当（期末配当）について、下記のとおり
決議いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 

1. 特別損失の内容 

2020 年 2 月 7 日付「特別損失（減損損失）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしましたとおり、
「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社子会社において、採算性が悪化している小売店舗の固定資産につい
て、将来の回収可能性を検討した結果、減損処理を行うことが妥当であると判断し、2020 年 3 月期第 3 四半期連結会計
期間において、減損損失 97百万円を特別損失に計上いたしました。 
その後、新型コロナウイルス感染症拡大にともなう事業環境の悪化を踏まえ、将来の回収可能性を検討した結果、採算

悪化が予想される小売店舗の固定資産について追加で減損処理を行うことが妥当であると判断し、減損損失 117 百万円
を追加計上し、結果として、2020 年 3 月期（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日）においては減損損失 215 百万円を
計上する予定です。 
なお、特別損失は、以下を見込んでおります。 
 

固定資産除却損                      13百万円 
商品自主回収関連損失引当金繰入額    40百万円 
投資有価証券評価損                  18百万円 
減損損失                           215百万円 
その他                               1百万円 
合計                               289百万円 

 
 

2. 業績予想の修正について 

(1) 2020年 3月期通期連結業績予想数値の修正（2019年 4月 1日～2020年 3月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 43,000 1,100 1,100 400 211.91 

今回修正予想（Ｂ） 41,200 1,300 1,300 190 81.47 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,800 200 200 △210  

増減率（％） △4.2 18.2 18.2 △52.5  

（ご参考）前期実績 

（2019年 3月期） 
42,513 752 827 195 82.99 

 

 

 



【通期連結業績予想の修正理由】 

売上高は、OEM事業の売上減少により、前回予想を下回る見込みとなりました。 

営業利益、経常利益は、売上総利益率の改善及び販管費削減が進んだことにより前回予想を上回る見込みとなりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、減損損失 117 百万円の追加計上など特別損失 289 百万円の計上

や、法人税等の増加により、前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

(2) 2020年 3月期通期個別業績予想数値の修正（2019年 4月 1日～2020年 3月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 24,000 550 350 148.33 

今回修正予想（Ｂ） 23,800 730 320 135.83 

増減額（Ｂ－Ａ） △200 180 △30  

増減率（％） △0.8 32.7 △8.6  

（ご参考）前期実績 

（2019年 3月期） 
23,722 349 △127 △53.90 

 

【通期個別業績予想の修正理由】 

売上高は、ほぼ前回予想通りとなりました。 

経常利益は、販管費の減少や関係会社からの受取配当金増加により前回予想を上回る見込みとなりましたが、外国子

会社合算税額など法人税等が前回予想を上回ったことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、ほぼ前回予想通

りとなりました。 

(注)上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な要因により

実際の業績は異なる結果となることがあります。 

 

3. 剰余金の配当(期末配当) 

(1)配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

(2020年 2月 7日公表) 

前期実績 

(2019年 3月期) 

基準日 2020年 3月 31日 同左 2019年 3月 31日 

1株当たり 

配当金 
50円 00銭 100円 00銭 100円 00銭 

配当金総額 117百万円 － 234百万円 

効力発生日 2020年 6月 30日 － 2019年 6月 11日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

※当社は会社法第 459条の規定に基づき、取締役会の決議によって剰余金の配当を行う旨を定款に定めております 

 

(2)理由 

当社グループは、株主の皆様に対する適切な利益還元を経営の重要課題の一つと位置付けており、財務体質と経営基
盤の強化を図るとともに、株主の皆様に対し安定的な利益還元を行うことを基本方針としております。 
しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大にともなう事業環境の悪化や、採算性の悪化している小売店舗に関連して
当初想定を上回る減損損失を計上、業績の下方修正を行うこと、また、この先も暫くは不透明な事業環境が続くと想定さ
れることから、手元資金を確保しておくことで不測の事態が生じた場合における経営の安定化に備えることが、株主様との
共通の価値につながるものと考えます。 
つきましては、誠に遺憾ではございますが、2020 年 3 月期の期末配当金については直近の配当予想 100 円を変更し、

50円とすることといたしました(中間配当 60円と合わせて年間配当は 110円)。 
なお、支払開始日は、事務手続きに所要の日数がかかることから、2020年 7月 10日となります。 

 

（参考）年間配当の内訳 

 1株当たり配当金 

基準日 第 2四半期末 期末 合計 

当期実績 

(2020年 3月期) 
60円 00銭 50円 00銭 110円 00銭 

前期実績 

(2019年 3月期) 
60円 00銭 100円 00銭 160円 00銭 

以 上 


